
旭ヶ丘キリストの教会
主 日 礼 拝 順 序

２ ０ ２ ４ 年 ９ 月 ２ ２ 日
司 会 ： 千 田 俊 昭
奏 楽 ： 千 田 祥 子

黙 祷 一 同

讃 美 ※ 讃 美 歌 ７ 「 主 の 御 威 光 と 」 一 同

主 の 祈 り ※ （ 聖 歌 表 扉 ま た は 讃 美 歌 564番 を ご 覧 く だ さ い ）

讃 美 讃 美 歌 2 9 8 「 安 か れ 我 が 心 よ 」 一 同

教 会 学 校 牧 師

讃 美 讃 美 歌 3 2 0 「 主 よ 、 み も と に 」 一 同

聖 書 朗 読 創世記29:9-12

奨 励 創世記の福音(第26回) 牧 師

主 題 「葛藤にも寄り添う神」

讃 美 讃 美 歌 2 9 8 「 安 か れ わ が 心 よ 」 一 同

献 金 献 金 と 感 謝 の 祈 り

聖 餐

頌 栄 ※ 讃 美 歌 541「 父 、 御 子 、 御 霊 の 」 一 同

祝 祷 ※ 牧 師

来 週 の 箇 所 詩 篇 第 ５ 篇
※ 印 の と こ ろ で は 御 起 立 下 さ い 。

☆ は じ め て 集 会 に お い で の 皆 様 。 心 か ら 喜 び 、 感 謝 し て お 迎 え 申 し あ げ ま す 。
し か し 、 初 め て の 方 に 無 理 な 勧 誘 を す る よ う な こ と は 、 一 切 い た し ま せ ん 。
む し ろ 、 そ っ と し て お き た い と 思 う わ け で す 。 そ の 態 度 を 冷 淡 や 不 親 切 と
誤 解 な さ ら な い で 下 さ い 。

☆ 私 た ち は 何 派 に も 属 さ な い ク リ ス チ ャ ン 個 人 の 自 由 な 交 わ り の 教 会 で す 。
聖 書 を 学 び 、 キ リ ス ト に 信 頼 し 、 キ リ ス ト が 与 え て く だ さ る 神 の 義 を 何 よ り
大 事 に し 、 信 じ る 者 同 志 が 兄 弟 姉 妹 と し て 受 け 入 れ 合 う 群 れ で す 。

☆ 献 金 は 神 へ の 感 謝 と し て 、 各 自 が 自 由 意 志 で 行 う も の で す （ ２ ｺﾘﾝﾄ9:7）。
入 り 口 に 献 金 箱 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

☆ キ リ ス ト 教 に つ い て 、 あ る い は ど ん な 質 問 で も 、 い つ で も 遠 慮 な く 牧 師 に
ご 相 談 下 さ い 。

☆ 第 二 礼拝後、軽食を用意してありますので、お時間のある方はどなたでも、
ご 自 由 に お 召 し 上 が り 下 さ い 。

☆ 二 階 に 教 会 図 書 が あ り ま す の で 、 ど う ぞ ご 利 用 下 さ い 。

旭 ヶ 丘 キ リ ス ト の 教 会 ニ ュ ー ス

《 今 週 の 歩 み 》
９ /22(日 )聖日礼拝(秋分の日)

/ 23(月 )振 替 休 日
/24(火 )
/25(水 )
/26(木 )10:祈り会13:ﾋ゙ ﾚｼ゙ 集会
/27(金 )
/28(土 )13-16子供ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ

《 祈 り の 課 題 》
① 家 族 の 救 い の た め に
② 礼 拝 に 来 れ な か っ た 人 々 の た め に
③ 教 会 学 校 の 子 供 た ち が 救 わ れ ま す よ う に

( ｢ｱ ﾘｶﾞ ﾄｳ｣の 蝶 )

良 書 ハ イ ラ イ ト 「 苦 し ま な か っ た ら」
水 野 源 三 詩 集 「 わ が 恵 み 汝 に 足 れ り 」 よ り

もしも私が苦しまなかったら 神様の愛を知らなかった

もしも多くの兄弟姉妹が苦しまなかったら 神様の愛は伝えられなかった

もしも主なるイエス様が苦しまなかったら 神様の愛はあらわれなかった

「 言 葉 を 心 を 」

①まことの愛を知らない人々に まことの愛にいます御神を

知らせる言葉を 心を 私にあたえたまえ

②まことの愛にさからう人々を まことの愛にいます御神に

とりなす言葉を 心を 私にあたえたまえ

③まことの愛を人にあらわされた まことの愛にいます御神 を

た た え る 言 葉 を 心 を 私 に あ た え た ま え
------------------------------------------------------------------------------------------------------------

・ わ が 信 仰 草 木 の 芽 に は 追 い つ け ず

・ 賀 状 を く れ な い 人 は 悲 し み の 心 い だ く か 病 に 伏 す か

・ キ リ ス ト に あ る 喜 び を 伝 え た し も の を 言 え な い こ の 身 悲 し き

・ す べ て を 主 に 委 ね よ と 繰 り 返 し お の れ に 言 い ぬ 冬 の 夕 暮 れ
------------------------------------------------------------------------------------------------------------

水野源三 ： 昭 和 21 年 、 小 学 四 年 の 夏 、 赤 痢 に よ る 高 熱 で 脳 性 小 児 麻 痺 と な り 、

ま ば た き 以 外 の 自 由 を 失 う 。 や が て 信 仰 に 導 か れ 、 後 年 、 壁 掛 の 五 十 音 図 上 で

源 三 さ ん が ま ば た き で 示 す 文 字 を 母 親 が 拾 っ て 詩 や 俳 句 に 綴 っ た の が 本 詩 集 。


